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【参考①】訪日高付加価値旅行のイメージ（1人当たり消費額）

本資料は、ハイエンド層（訪日旅行1回あたりの総消費額300万円以上／人）とラグジュアリー層（訪日旅行1
回あたりの総消費額100万円以上／人）以上の消費傾向等を大まかに把握するため、JNTO調査（H29年・
R1年）と観光庁調査（R2年）という複数の異なる調査結果を組み合わせて、中国と欧米豪5市場（英独仏
米豪）の訪日高付加価値旅行のイメージを算出したもの。

ハイエンド層とラグジュアリー層の1人当たり消費額を見ると、中国のハイエンド層は約600万円、ラグジュアリー層以
上は213万円。欧米豪のハイエンド層は約600万円、ラグジュアリー層以上は127万円。
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注)
JNTO調査（H29年・R1年）を基に、観光庁調査（R2年）の
ハイエンド層・ラグジュアリー層の消費傾向の差異を考慮して算出。



H29年JNTO調査（ヒアリング調査）結果から得られた平均泊数（中国は4泊、欧米豪は8泊）を活用して、中
国と欧米豪5市場（英独仏米豪）のラグジュアリー層（訪日旅行1回あたりの総消費額100万円以上／人）
以上の訪日高付加価値旅行の宿泊イメージを作成した。

地方ブロック別宿泊消費額の割合を機械的に泊数に当てはめると、「中国のラグジュアリー層以上は４泊のうち、
関東が２泊、近畿が1泊、それ以外のいずれかの地域が1泊」、「欧米豪のラグジュアリー層以上は8泊のうち、関
東が4泊、中部が1泊、近畿が1泊、沖縄が1泊、それ以外のいずれかの地域が1泊」というパターンが多いものと想
定される。

 ラグジュアリー層以上の旅行の宿泊の半分以上が、大都市が存在する関東・近畿の滞在となっている。
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【参考②】訪日高付加価値旅行のイメージ（地方ブロック別の宿泊分布）

注)
右端「泊数（概数）」欄は
、地方ブロック別宿泊消費
額の構成比を整数化したも
の。地方が特定できない宿
泊数分（＝全体泊数との
差分 ）を「それ以外のいず
れかの地域」として記載。



【参考③】訪日高付加価値旅行のイメージ（モデルケース）

関係者へのヒアリングを通じて、訪日高付加価値旅行のイメージを「アジア / 欧米豪」×「ハイエンド層 / ラグジュア
リー層」別で、1旅行・1人あたりの消費額を参考イメージとしてお示しするもの。
（実際は、個々の事例によって大きく異なり、一概に言えないため、ヒアリングベースで把握した一例である。）
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アジア
ハイエンド層

アジア
ラグジュアリー層

欧米豪
ハイエンド層

欧米豪
ラグジュアリー層

行程 4泊5日 4泊5日 8泊9日 8泊9日

大都市

宿泊
＠40万円×2泊＝80
万円

＠15万円×2泊＝30
万円

＠40万円×4泊＝160
万円

＠15万円×4泊＝60
万円

飲食・買い物・体験等
＠15万円×2日＋200
万円＝230万円

＠5万円×2日＝10万
円

＠15万円×4日＋100
万円＝160万円

＠5万円×4日＝20万
円

ガイド
＠10万円×2日＝20
万円

＠5万円×2日＝10万
円

＠10万円×4日＝40
万円

＠5万円×4日＝20万
円

合計 330万円 50万円 360万円 100万円

地方部

宿泊
＠15万円×2泊＝30
万円

＠8万円×2泊＝16万
円

＠15万円×4泊＝60
万円

＠8万円×4泊＝32万
円

飲食・買い物・体験等
＠10万円×3日＋100
万円＝130万円

＠5万円×3日＝15万
円

＠10万円×5日＋50
万円＝100万円

＠5万円×5日＝25万
円

ガイド
＠5万円×3日＝15万
円

＠3万円×3日＝9万円
＠5万円×5日＝25万
円

＠3万円×5日＝15万
円

合計 175万円 40万円 185万円 72万円

移動・交通（ハイヤー・新幹線・航
空機等）

＠7万円×5日＝35万
円

＠7万円×5日＝35万
円

＠7万円×9日＝63万
円

＠7万円×9日＝63万
円

行程全体を通しての合計 540万円 125万円 608万円 235万円 3


